2019年度「法人本部」事業計画書
１　理念について
　　　　　精神障害者小規模作業所「そうふう会」（1982年12月開設）を母体として、これの小規模通所授産施設への移行と法人設立（2005年3月）を行い、その後、障害者自立支援法に基づく事業への移行時に「ふれ愛たかつき」の参加を得て、就労継続支援B型事業所となった（2010年10月）。更に、地域の福祉作業所から「ひろがりはうす」「サンシャインけやき」「きらきら」が、地域活動支援センターⅢ型事業所として、当法人に合流した（2011年10月）。

　　　　　このような経過から、当法人の「理念」は以下のものとする。

· 障害の種別を超えた連携（精神障害のある人たちだけでなく、知的・身体・発達の障害のある人たちとも、理解し協力し合う）

· 小規模事業所の良さを最大限に活かす（単独の事業から、５事業所を地域の中で運営することとなった。それは、大規模化を目指す合流ではなく、地域の中で小さくとも心休まる活動の場を継続）

· メンバーの自立と社会参加の取り組みを実現する

２　理事会の開催計画

　　　　　・5月　第１回理事会　　 ・6月　第２回理事会　　・9月　第３回理事会
　　　　  ・12月　第4回理事会　　・３月　第5回理事会
３　評議員会の開催計画

　　　　　・６月　定時評議員会　　・３月　第２回評議員会

４　2018年度監事監査の実施

　　　　2019年５月に、2018年度の監事監査を実施する。

５　実施事業について

　　　　第二種社会福祉事業

　　　　　就労継続支援B型　　　　　バイアスカンパニー（定員20名　単独事業所に移行）

　　　　　就労継続支援B型　　　　　ふれ愛たかつき　　（定員20名　単独事業所に移行）

　　　　　地域活動支援センターⅢ型　ひろがりはうす　　（定員７名、単独）

　　　　　地域活動支援センターⅢ型　サンシャインけやき（定員７名、単独）

　　　　　地域活動支援センターⅢ型　きらきら　　　　　（定員8名、単独）

６　重点課題
· 就労継続支援事業所の主従を解消し、単独事業とする。そのための運営基盤の確立と展開（利用者増）に向けた取り組みを行う。
· 地域活動支援センターⅢ型事業所の福祉サービス事業所への移行に取り組む。

· 理念に基づくメンバーの自立と社会参加に向けた、より良い支援・研修を行う。
· 職員の待遇改善、就業規則の改正等の取り組みを行う。
· 法人の事業所間の協力体制を強化する。制度変更への対応の強化。
· 地域での連携を強化する取り組みを行う。
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